
令和３年度 

開 催 要 項 

趣     旨 

  本県では、災害時に、避難所・福祉避難所及び被災者宅等において、要配慮者及び要配慮者

の家族・支援者を支援し、避難生活に伴って生ずる二次被害の発生を防止する「鳥取県災害派

遣福祉チーム」を設置しています。 

本研修会では、災害派遣福祉支援チームが活動する際に、チームリーダーとして活躍する人

材を養成するために、具体的な活動や被災者に対するアセスメント、避難所の環境整備等を学

ぶとともに、チーム員としての資質向上を図ります。 

 

１． 日 時  令和３年１１月１６日（火）１０：００～１７：００(入室 9:30～) 

２．  開 催 方 法  

オンライン研修（Zoom 使用） 

※オンライン研修の演習等でカメラ及びマイクを使用します。 

  それぞれの受講場所でカメラ機能とマイク機能が使用できる環境をご準備

の上、ご参加ください。パソコンのご利用をお勧めします。 

３． 内    容 

    研修プログラム（予定） 

○基礎研修のふりかえり 

〇実践報告：被災地における災害派遣福祉チームの実践 

 報告者：群馬県 DWAT 社会福祉法人植竹会 理事長 島田 幸治 氏 

     ・被災者ニーズの受け止め 

・ハイリスク者の把握 

・発見された課題と課題への対応  など 

○演習：避難所における災害派遣福祉チームの活動（ケーススタディ①②） 

○講義：避難所における災害派遣福祉チーム活動の視点 

※適時、休憩を含みます。 

 

４． 対 象 者   

○鳥取県災害派遣福祉チーム員登録者・登録予定者等 

○鳥取県災害派遣福祉チーム 基礎研修受講者 

○市町村福祉部局/防災部局職員 

○市町村社会福祉協議会職員 

 ※チーム員としての資質向上を図るための研修ですので、チーム員として「スキルアップ

研修」を受講された経験のある方もぜひご参加ください。 



 

 ５． 講 師    

コミュニティ・エンパワメント・オフィス FEEL Do 代表 桒原 英文 氏 

NGO のコミュニティ・オーガナイザーとして東南アジアの農村で活

動。その後独立し、長年フィリピン農村の経済的貧困層や山岳部のしょう

がい児・者の自立支援活動に取り組んできた。阪神・淡路大震災後に兵庫

県社会福祉協議会入社、復興ボランティア活動の支援や企業の CSR 推

進、福祉学習を担当する。市民活動センター神戸の理事・職員、神戸・阪

神ＮＰＯコンソーシアム事務局長等を経て、全国各地の地域づくり暮ら

しづくりの支援や応援するコミュニティ・エンパワメント・オフィス 

FEEL Do（フィールド）代表。 

アジアの子どもたちの健全な成長を支えるコミュニティづくりを進め

る一般社団法人 コミュニティ・4・チルドレン（Ｃ４Ｃ）代表理事。 

2021 年度は、滋賀県（常設）災害ボランティアセンター運営協議会アドバイザー、滋賀県災

害時要配慮者支援ネットワーク会議アドバイザー、大阪府社協地域福祉部における平時及び災害

時に関する地域福祉活動推進のアドバイザー、愛媛県地域支え合いセンター・トータルアドバイ

ザー、愛媛県ボランティア・市民活動センター・トータルアドバイザリー、岡山県くらし復興サ

ポートセンター・アドバイザー、群馬県 DWAT アドバイザー、群馬県社協避難行動要支援者見

守り推進事業アドバイザー等を務める。 

東京農業大学農学部農業拓殖学科卒。1964年生まれ。福岡県北九州市出身。 

 

 

６． 申 込 方 法   別添「参加申込書」に必要事項を記入の上、本会へメールまたは FAX で

お送りください。 

 

７． 申 込 期 限   令和３年１１月５日（金）まで 

 

 

８． 主 催   鳥取県、（社福）鳥取県社会福祉協議会 

 

 

９． 後 援   （一社）鳥取県社会福祉士会、（一社）鳥取県介護福祉士会、 

鳥取県介護支援専門員連絡協議会、鳥取県社会福祉施設経営者協議会、

鳥取県老人福祉施設協議会、鳥取県老人保健施設協会 

 

○「受講申込書」に記載された個人情報は、本研修会の参加者受付や連絡、参加者名簿の作成以

外には使用しません。 

 

 

お問い合わせ先・申込先 

鳥取県災害福祉支援センター（担当：永見・白鳥） 

〒689-0201 鳥取市伏野 1729-5 鳥取県社会福祉協議会内 

TEL 0857-30-6367  FAX 0857-59-6341 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ saigai-c@tottori-wel.or.jp 


